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2012 年１１月１日 

第 70 号 
 

発行：日本臨床検査技師連盟 

 

日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

 

 

今号の主な内容 
 

◇懇話会開催報告 

◇米坂知昭氏近況報告 

 

 

平成 24年度公明党臨床検査技師問題議員懇話会開催される。 

「検査値標準化事業を公明党の選挙マニフェストに掲載か！」 
 

平成 24 年 10 月 31 日 17 時。まさに国会会期中。参議院議員会館第一議員会議室において

臨床検査技師制度改革議員懇話会（会長：江田康幸衆議院議員、幹事長：山本博司参議院議

員）が開催された。 

技師連盟並びに技師会側からは小沼利光連盟委員長、宮島喜文技師会会長を始め下田勝二

常務理事、津田聡一郎、上原昭浩執行理事、齋藤幸弘理事、同渉法問題対策委員会から、 

奥田 勲、大塚善人、林 亮、小山正晴、神山清志、横山一巳の各委員が出席した。 

公明党からは、江田康幸懇話会会長、山本博司幹事長、上田勇副会長、石田祝稔、高城美

智代、古屋範子、秋野公造議員らが出席、山口那津男党代表、井上義久党幹事長、西博義、

太田昭宏、北側一雄、桝屋敬吾、赤羽一嘉、渡辺孝男、佐藤茂樹、若松謙維、池坊保子、荒

木清寛、浜田昌良、山本香苗議員らが名前を連ねた。 

 技師連盟と検査技師会からは、検査データの標準化を取り上げ、「本来であれば検査技師会

に任せきりでなく、国が行う事業であるべき」とし、検査値を扱う全国の医療施設では、「標

準化された検査値を使用しなければならない」よう尽力願いたいとした。その手法として、

診療報酬点数の収載あるいは施設基準への挿入を要望した。これに対し、議員団からは“い

つでも・どこでも同じ検査データが得られることの必要性”について十分理解を示し、貴会

要望の実現に向け全力で取り組むとした。 

未確定な事項ではあるが、公明党の次期選挙マニフェストに、『特定健診・保健指導の根幹を

なす臨床検査データの信頼性を確保するため、いつでもどこでも同じ数値が得られるよう、

精度管理の向上を図るとともに、臨床検査データの標準化を進めます。』とインデックスした

いとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度臨床検査技師制度改革議員懇話会 
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日臨技と日技連の推薦を受けた 前副会長米坂知昭氏 その後の動向 
  今年度に入り、日臨技（一般社団法人日本臨床衛生検査技師会）と日技連（日本臨床検査技師連

盟）から相次いで推薦を受け選挙活動に入った米坂知昭氏の最近の動向をお知らせいたします。 

 米坂氏は、日臨技の学会懇親会、日衛協の月間大会など臨床検査関係の方々が集まる会合に積極的

に出席、機会ある毎に「立候補挨拶」を行っています。巷では地盤（票数）、看板（知名度）、鞄（選

挙資金）と言われますが、その何れもが希薄で苦戦の様相は否めません。今回同封したパンフレット

をお目通しいただき指示の拡大に務めたいところです。 

 一般社団法人では積極的に選挙運動を行うことが出来ません。表向きにはどうしても連盟が出てく

ることになります。要するに連盟＝連盟連絡責任者の仕事量が増えることになるのでご理解いただき

たいと思います。 

 今回、米坂氏から新しいメッセージを頂きましたのでここにご紹介致します。 

 

臨床検査技師の皆様へ 

謹啓 皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 また、日本臨床衛生検査技師会ならびに神奈川県臨床衛生検査技師会役員時代には、公私ともにご高配

賜り心より感謝申し上げます。 

 この度、日本臨床検査技師連盟のご推薦を頂き、第 23 回参議院比例区（全国区）の自民党公認を本年

８月に新人として拝受致しました。私は皆様と同じ臨床検査技師でありまして、米坂知昭と申します。私

にとりまして政治の世界へ挑戦することは、初めての試みであり暗中模索の状態にあります。 

  現在、政治不信や政局優先に対する不満等々は、多くの皆様からお聞かせ頂いております。また、東日

本大震災や福島１号原発事故後の国の対処に関しましても、地域で生活する被災者の皆様に笑顔をもたら

すまでには至らず、まだまだ大きな影響をおよぼしており、復興復帰には未だ遠い道のりであることは明

白です。今後、更に少子高齢化が進むと言われておりますが、この問題もけっして他人事ではなく私たち

が共有する大きな社会問題です。また、臨床検査技師としては法改正も道半ばであり、多くの臨床検査技

師の皆様が将来に望む法整備を前進させる必要があると強く思っております。 

 私自身、まだまだ人間形成においても未熟な状態であり、政治を目指す者としても、ほど遠い単なる一

個の卵でしかありません。来年７月に殻を割って誕生できてもヒヨコです。可能な限り多くの皆様とお目

にかかり、皆様の声を伺わせて頂き、様々な問題を一緒に考えさせて頂いたのち、少しでも皆様の笑顔に

結びつけられるよう自己研鑽に励み、頑張る所存でございます。 

 私は宗教や政治、スポーツなど個人の選択の自由を尊重致しております。しかしながら臨床検査技師の

皆様のご支援なくして、来年７月に卵の殻を割ることもできないことも事実であります。 

 何卒、皆様のご支援、ご高配を賜りますよう心からお願い申し上げます。全国でご活躍の臨床検査技師

の皆様方ならびにご家族の皆様方のご健康とご多幸を心からお祈り申し上げます。  謹白 

                                 平成 24年 11月吉日 

                                             米坂知昭 

 

皆様へ技師連盟からのお願い： 

○米坂氏の地盤強化のため後援会へのご加入にご協力ください。 

パンフレットをご参照いただき、同封の入会申込書にお名前をご記入の上、FAX でお申し込

みください。※この時点でお金はかかりません。 
詳細 URL http://www.yonesaka-tomoaki.jp/supporter/ 

○米坂氏の選挙資金確保のため資金集めにご協力をお願いします。 

【個人でご支援の方】1口を 2千円とし何口でも結構です。 

 振込先：三菱東京 UFJ銀行 松戸支店（店番 386）普通 0162148 『米坂知昭後援会』 

【企業・団体でご支援の方】1口を 2万円とし何口でも結構です。 

 振込先：千葉銀行 馬橋支店 （店番 039）普通 3697012 『自由民主党千葉県参議院比例  

     区第３６支部』支部長 米坂知昭 


